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制御文のいろいろ

3月 下 旬 に、 ファ イル装 置 を主 とした機器構成 の変更 があ り、それ と共に ソフ トウェアの面 で

も大幅 な変更 があ りました。 セ ン ターで は制御 プログラムの大幅 なレベ ルア ップに伴い 、制御文

もそれに 合わせ 能率 の良い もの を と考 え、一部変 更 いた しました。詳細 につ いては、すで にセ ン

ターニ ュー ス(N・.14)で お 知 らせ しま したが 、 ここではい くつかの例 をあげ なが ら、制御文 の使

用法につ いて説 明いた します。

1.FORTRANプ ロ グラムの実行(SSLを 使 用 しない場 合)

2.FORTRANプ ロ グラム の実行(SSLを 使 用す る場合)

3.ALGOLプ ロ グラムの実行

4.FORTRANプ ロ グラム とFASPプ ロ グラム を結合 して実行

5.コ ンパ イル だけ したい とき

6.カ ー ド出力が ある とき

7.LP出 力 量 を少 な くした い とき

(イ)FORTRANの マ ップを出 さない とき

(ロ)プ ロ グラムの リス トを出 さない とき

(ハ)LIEDの マ ップを出 さない とき

8.プ ロ グラム デバ ッグ中の制御文 とデバ ッグ終了後 の制 御文



1.FORTRANプ ロ グラムの実行

科学 用サ ブルー チ ンライブラ リ(SSL)や セ ン ターで作成 した ライブラ リ等 をプロ グラ

ム 中で使用 している時は2.を 読ん で くだ さい。

例1



2.FORTRANプ ロ グラムの実行

科 学用サ ブルーチ ンライブラ リ(SSL)や セ ン ター で作成 した ライブ ラ リ等 をプ ログラ

ム中で使 用 して いる とき。

3.ALGOLプ ロ グラム の実行

例2



4.FORTRANプ ログラム とFASPプ ログラムを結合 して実行する場合

科学用サブルーチンライブラリやセンターで作成 したライブラリ等も使用できます。

例3



5.コ ンパ イルだけ した い とき

例4



6.カ ー ド出力が ある とき

(イ)QJOBカ ー ドにCP=nの パ ラメー タを入れ る.

(ロ)デ ー タカー ドの最 後に$SYSPCHの 制 御文 を入れ る。

例5

7.LP出 力.量を少 な くしたい とき

出力量打切 りな どのため 、出力量 を少 な くしたい ときが あ ります、,その場 合は計 算結 果の

出 力量 を少 な くす る こと以外 に次の ような方 法が あ ります。

(イ)FORTRANの マ ップ を出 さない とき。

$FORTRANの パ ラ メー タMAPを 除 く。

例6$FORTRANGO(例1の とき)

または

$FORTRAN(例2の とき)



(ロ)プ ロ グラム リス トを出 さない とき

$FORTRAN,$ALGOLの 制 御文にNOLISTと い うパ ラメー タを追加す る。

1列7.1$FORTRAN_NOLIST

また は

$FORTRANT_、GO,NOLIST(※)(例1の とき)

例7.2$ALGOL_NOLIST(例2の とき)

(ハ)LIEDの マ ップを出 さない とき

$FORTRANま た は$LIEDRUNの パ ラメー タLMAPを 除 く。

例8.1$FORTRAN_GO,MAP(例1の とき)

例8.2$LIEDRUN(例2の とき)

※ この場 合はLIEDの リス トも出力 され ない。

LIEDの リ ス トを出 さない場 合 と して 「$LIEDRUNNOLIST」 も あ りますが 、これ ら

は 頁数の節約 には全然 な りませ ん。

注:実 行 時の エ ラーが 川た ときで 、FORTRANの マ ッフ.、LIEDの マ ップが ない ときは フ.ロ

グラム相談 を受 けに行 って も門前払 いにな るこ とが 少な くないので、で きる限 りマ ップは

とった方が良 い ようです。 少な くともLIEDの マ ッフ.は必ず とる ように しておいた方が良

し・で しょ う。

8.プ ロ グラム デバ ッグ中の制御文 とデバ ッ グ終了後の制御文

実際 にプ ロ グラム を井いて、計算機 で実行 させ る とき、最初 に コンパ イルエ ラーがあ り、

それ を修」1-1し、次 にテ ス トデー タを もって実行 テ ス トを行 な うとい う順 に なるはずです。 普

通 よほ ど単 純 な論理 でで きたプ ログラム でない限 り、期待 す る結果 が出ない こ との方が 多い、

つ ま り、論理 ミスがあ るわけ です。 従 って、何 回かの テ ス トランを し、論理 ミスを修正 した

後 、期待 して いる計算がで きるわけです。 この間使用す る制 御文 は次 の ようにす る と良いで

し ょう。

・デバ ッグ中

例1ま たは2の 制 御文



・デバ ッグ終了後

例1ま たは2の 制御文で$FORTRANの パラメー タNeOPTを とる。

ALGOLの 場合はこの制御文のままです。

FORTRANの 場合NoOPTを 取る(OPTに する)と 実行プログラムが最適化されるとい

いう利点があ ります。

最適化とい うのは実行速度 を早 くするために、配列の扱い等 を効率良 くコンパ イルする

ことです。 しか しこの場合の欠点 として、FORTRANのDEBUG文 が使用できないこと、

実行時にエラーが起った とき、発生個所がわか りにくくなります。


